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　片岡国春により片岡城が築かれた時代の大和は、興福寺と結び付く有力な武士団が互いに
激しく勢力争いをしていた時代でした。片岡氏とその一族やそれに従う一党の広がりは、香芝市・
上牧町・河合町・王寺町を含み、北は斑鳩町南部、南は葛城市北部まで及んでいました。そして
国春の子の片岡春利は、大和で最も力のある筒井順慶の妹婿として筒井氏らと組み、片岡地域
を治めていました。戦国時代は下剋上が盛んで、このころ京都や大阪地域を支配していたのは、
足利将軍を越える勢いのあった三好長慶でした。
　永禄2（1559）年、この三好長慶の命により、その有力家臣である松永久秀が大和支配をめ
ざして攻め込みます。これにより筒井順慶は筒井城を落とされ敗走します。そして永禄11
（1568）年に、織田信長が将軍足利義昭と共に京都に入ると、三好氏は追われて、その時代は
終わりますが、松永久秀はただちに織田信長に対して名物茶器を進上して信長の臣下となり、
大和の支配権を認めてもらいます。しかし大和の武士団の多くは、筒井順慶を中心に久秀に抵抗
し、各地で戦いが続きます。
　松永久秀はさらに大和での勢力拡大をはかり、永禄12（1569）年に片岡城に攻め寄せます。
筒井方から勇将とされた片岡春利は健闘しますが、最後は敗れて片岡城を明け渡すことになり
ます。こうして片岡城は信貴山城とともに、松永方の大和から堺など大阪方面に通じる重要な
拠点となりました。この時に片岡城はさらに堅固で大規模な城に改造されたと思われます。そ
して片岡春利は翌年、36才の若さで病死します。この時、筒井順慶は大いに悼み、香奠として金子
千両･ろうそく二千挺をつかわし、菩提寺である達磨寺（王寺町）にも銀千両を追善のため
贈ったと記録にあります。春利が亡くなった後の片岡氏は、春之が継ぐことになりました。この
片岡春利の墓は達磨寺にあり、片岡氏の存在を今に伝えています。

片岡城の戦い－その1　始まりと松永久秀の戦い―
関川尚功（上牧町教育委員会 文化財専門員）
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▶問合先　社会教育課　TEL76-2532

片岡春利の墓
（王寺町・達磨寺）

松永久秀像
（高槻市立しろあと歴史館所蔵）
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L i b r a r y  c o m m u n i c a t i o n

●自習室の利用（午前9時～午後5時まで）　館内でのDVD視聴可能です。滞在時間の制限はありません。
※夏休み期間中（7/20（土）～ 9/1（日））　自習室の利用、DVD視聴は上牧町在住・在勤・在学のかた
　のみとなります。

編集後記

Y のあとがき

　79年前の夏、日本は戦争によって多くの傷を負っ
た一方、その悲しみを乗り越えようと平和へと一歩
ずつ踏み出しました。そうして夏は平和や戦争を思
う節目になったそうです。 今年で3回目となる平和
祈念特別企画の朗読劇が8月9日と10日に行われ、
私は今年も出演します。
　今年は大阪大空襲が焦点で、タイトルは「帳の
下りない夜」です。夜の帳が下りない、いわゆる空
襲によって、日が暮れないということで名付けられ
ました。 辛く悲しい歴史、命の尊さ、平和のすばら
しさをうまく伝えられるよう稽古に励みます。

ボランティアグループ
ピーターパン
おすすめの本

本は図書館に
展示していますので、
読んでください。
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図書館カレンダー

8月のおはなし会

※毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
　毎月末日（休館日にあたる時はその翌日も休館）

※日程につきましては諸般の事情により変更に
なる場合があります。

図書館
☎78-9903

休館日のお知らせ

8月のおはなし会はありません。
次回は9月3日（火）午前10時30分からです。

4

2

3

1

『知れば、ず～っと役立つ!
暮らしの小ワザ100』

雨宮　秀彦監修・文響社

　レジ袋がなかなかあけられない、ラッ
プの切り口が見つからない、ホールケー
キをキレイに切れないなどを解決。生活
を快適にする小ワザ、料理をストレスフ
リーにする小ワザを紹介します。

『文化財・景観を守り、活かす』
明日香村編・雄山閣

　明日香の地に文化財と景観がいまも良好
に残っているのはなぜでしょうか？本書
は、明日香村の文化財と景観を一体として
守り、活かしてきた「明日香法」の役割と
これまでの取り組みを振り返り、今後の文
化財・景観の保存と活用の展望を示します。

『ふくろをかえたい
おせんべいくん』

ホソカワ　レイコさく・PHP研究所

『フルーツパフェを
ちゅうもんしました』

岡田　よしたかさく・え・PHP研究所

　大好きなフルーツパフェを注文したヨー
ジさん。だけど、次から次へと違う用事を
思い出してしまい、パフェを注文したこと
すらも忘れてしまいました。この本は、読
者が共感するわすれんぼうの絵本です。
（児童書）

　カラフルでかわいいふくろに入りたい！
工場で透明なふくろに入れられたおせんべ
いくんは、ほかのお菓子のようにすてきな
ふくろや箱に入りたいと思い、町に出かけ
ます。さて、望みのふくろにであえるので
しょうか？（児童書）

上牧町ホームページ・図書館ページ
から蔵書検索ができます。

※本、ＡＶ資料は期限内に返却しましょう。

1回目の本読み稽古を行いました
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